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子どもたちへの応援の気持ちを、ぜひ寄附としてお  
寄せください。 

 寄附の手続きは簡単です。下記までお気軽にご連絡くださ
い。手続き等は地域コミュニティ推進課のホームページでも
ご確認いただけます。 
   また、寄附金については、税制上の優遇措置があります。 

【お問合わせ先】 
 高知市地域コミュニティ推進課 (TEL/088-823－9080) 

こどもファンドアドバイザー 

 畠中 洋行さん 

【発行元】 

   高知市地域コミュニティ推進課 

   高知市鷹匠町2丁目1－43 

   TEL：088－823－9080 

★フェイスブックもやってます！★ 

高知市役所ホームページのトッ

プ画面にある、こちらのバナー

からご覧いただけます。⇒ 

 今年度は、小学４年生から高校３年生までの合計９名が、「こども審査員」に就任し、 

大人審査員と一緒に、6月１８日（日）に開催する公開審査会において、助成団体を決める審査を行います。 

 審査会にのぞむ前に、「こども審査員」として、自分たちが審査をする際に何を重要と考えるのか（審査項目）を、

ワークショップ形式でみんなで話し合って決めます。また、審査項目の決定後は、実際に模擬審査を行い、審査会のプレ

体験をします。研修会の後には、大人審査員と一緒に、今年の応募団体に関する情報を共有する、事前審査会を行います

（写真は昨年度の様子です）。 

事前研修会 模擬審査 事前審査会 

＊「こどもファンド」の制度や趣旨の学び、 

審査項目の決定 

＊こども審査員と大人審査員が一緒に応

募団体に関する情報を共有する時間です 
＊翌週に迫った公開審査会のプレ体験です 

☆平成28年度にご寄附をいただいた方々☆ 

≪企業･団体 様≫ 
★ 三愛石油カスタマーサービス株式会社 
      代表取締役   八田 聡子   様 
 
★ 株式会社 四国清掃工業 
      代表取締役   森国  勇 様 
 
★ 有限会社 大石電機 
      代表取締役   大石 典明 様 
 
★ 太平産業 株式会社 
      代表取締役   中澤 末隆 様 
 

≪個人 様≫ 
★ 久川 憲四郎  様 
  
 27年度以前にご寄附をいただいた皆様は、地域コミュニティ 
推進課のホームページに掲載しております。 

 こどもファンドアドバイザーの活用は、大きく分けて３

段階あります。 

   １つ目は、ファンドへの応募を考えた時、どんなことを

したらいいかな？何から始めれば？といった相談に対し、

一緒に考えを整理するサポート。 

 2つ目は、応募した後、公開審査会において、どんな風に

みんなの前で発表したら良いかを検討する際のサポート。 

 3つ目は、実際に助成を受けて活動に取り組む中で、いろ

いろな悩みが出てきた際に、どうしたら良いか考える時の

サポートを行います。 

 応募グループの皆さんがサポートを希望する場合はもち

ろん、「来年度はこうちこどもファンドに応募してみたい

なぁ」と考えている方もお気軽に地域コミュニティ推進課

にご連絡ください。 
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（平成29年５月） 

 

【日時】 

 平成２９年６月１８日（日）１３：３０～１７：００ 
  ※時間は目安です。進行状況により多少前後する場合 

   があります。 

【会場】 

 高知市南部健康福祉センター ２階 大ホール 

  （高知市百石町3丁目１－３０） 

 下の地図を参照してください 
※駐車スペースに限りがありますので、なるべく公共交通 

 機関をご利用の上、お越しください。 

『平成29年度公開審査会』 
平成29年度助成応募グループ（予定） 

団体名 活動テーマ 

太平洋学園コミュニティー

協力隊 

学内・地域の皆さんとより安心して暮らせる

まちへ～被災地から学ぶ防災・被災の対策～ 

 

一宮家おもてなし隊 一宮家はひとつの大家族やき！！ 

にじいろ発見隊 こども目線でやさしいまちをつくる 

 

小高坂小学校実行委員会 

 

あたたかい笑顔があふれる小高坂地区 

旭地区防災食プロジェクト 地いきのみんなの食事を守るんジャー 

南海ふれあい応援隊 ふれあいで地域を元気にしよう 

高知市立久重小学校６年生 
国際色豊かで災害に負けない久重地区を作ろ

う 

 平成29年度の助成団体を決める『こうちこどもファンド公開審査会』を開催します。審査は、応募グループの子ども

たちがプレゼンテーションを受けて、公募等により選出された、小学生・中学生及び高校生合計９名のこども審査員と７

名の大人審査員が一緒に行い、審査員の協議も、同じ会場で“公開”で行います。応募グループの子どもたちは、「自分

たちの住むまちを良くしていきたい！」と真剣に審査会に挑んでいます。公開審査会は、どなたでも自由にご覧いただけ

ますので、会場へぜひ足をお運びいただき、そんな子どもたちを応援してあげてください。  

公開プレゼンテーション こども審査員の質疑 助成グループの決定 公
開
審
査
会
の
流
れ 

応募グループの子どもたちが、こども審査

員・大人審査員に対し、３分以内で、自分た

ちの活動目的や具体的な活動内容について説

明（プレゼンテーション）します。 

発表内容について、こども審査員と応募

グループの子どもたちとの間で、５分間

の質疑応答が行われます。 

助成の可否について、こども審査員が

判断を行います。 

こども審査員９名の過半数（５名以

上）の推薦を得たグループに、助成が

決定します。 

産業道路 

愛
宕
通
り 

《会場案内地図 》 

http://www.city.kochi.kochi.jp/soshiki/5/facebook.html


ロサンゼルス日系四世と

バスケットボールを通じて交流するチーム
～バスケットボールと日本文化を楽しみながら交流する～ 
 

ロサンゼルスのバスケットボールチー

ムと試合を行い、ホームステイをして交

流を深めました。その他、日本や高知の

文化を知ってもらうための文化活動や、

記念品交換を行いました。その後もメー

ルで交流を続け、来年はアメリカへ行く

計画も立てています。 

     高知市立久重小学校 ６年生  
      ～国際色豊かで災害に負けない久重地区を作ろう～ 
 
 ロングライフとフレンドリーレストランのチー

ムに別れて、防災と国際交流をテーマに活動してき

ました。防災食品の中から地域に備蓄する食品を決

めるために試食会を開いたり、国際交流をはかるた

めに、市内の外国人を久重地区に招き、各国の食品

や文化などを教えもらう交流会を開催したりしまし

た。試食会では、自分たちでお湯を注いで作り方も

紹介しました。また、国際交流会では、自分たちも

英語で会話をして国際交流を地域に広めました。 

 Nankai Survival Project(NSP)実行委員会  

  ～ まもれ高知、自らの命を 守り 我らの 地域を救う～ 

 
 活動３年目のグループで助成が今回で最後になります。 

 防災をさらに地域に広める活動を考え、校区一斉避難訓

練や防災フェアのの企画を行ってきました。さらに、｢俄｣

(にわか)という寸劇に防災を交えて、地域でたくさん披露

してきました。 

 この活動や内容や発表に工夫がたくさんあったため、審

査員が決めるベストピカッと賞を受賞しました。活動は、

助成を終えた次年度以降も継続していく予定です。 

潮江中防災プロジェクトチーム 

～防災学習の取り組みと地域防災への啓発・貢献～ 

 
 非常持出袋の中身の学習や、地域の方へ

の防災アンケート、防災避難所カルタでの

交流などを通して、地域の防災意識向上に

向けて活動してきました。また、地域の南

海大地震体験者に話を聞いた内容や、アン

ケート集計結果を地域に知らせることで、

地域との繋がりを作り、今後訪れる大地震

のために備える大切さを伝えてきました。 
 

 おおつっ子 

 ～地域へと笑顔をつなげおおつっ子～
  

 地域にアルミ缶回収BOXを設置し、

集めたアルミ缶をお金に交換して、地

域のグループホームに車イスを寄贈し

ました。その他、Tシャツを作成し、地

域のお祭りの参加、炊き出し訓練を企

画し、活動をPRしました。発表のプレ

ゼンテーションが評価され、｢ベストパ

フォーマンス賞｣を受賞しました。 

 チーム龍馬 
  ～ メディアを活用したボランティア活動の発信

   

 ボランティアのテーマに、横浜中の活動な

どをもとに、｢龍馬のボランティアへの八

策｣、｢城西龍馬新聞ボランティア特集号｣を

作成し、配布しました。新聞には、城西中学

校で行っているボランティアや防災訓練の内

容、八策の作成過程について書いています。

これを龍馬の誕生祭などで配布し、発表を行

いました。

 参加団体や会場に来られた皆さんの投票で選ぶ「ベストパフォーマンス賞」や、審査員が選ぶ「ベストピカッと

賞」、「ベストこどもファンド賞」それぞれについて、表彰を行いました！ 
 
 ●ベストパフォーマンス賞：活動内容や本日のプレゼンテーションが一番よかったというグループ 

   ●ベストピカッと賞：活動の進め方や活動内容について、工夫や面白さが感じられたグループ 

 ●ベストこどもファンド賞：活動発表会でのプレゼンテーション、活動内容などすべてあわせて一番よかっ                                                                                            

たと思うグループ 
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ロサンゼルス日系四世と 

バスケットボールを通じて交流するチーム 
～バスケットボールと日本文化を楽しみながら交流する～  

ロサンゼルスのバスケットボールチー

ムと試合を行い、ホームステイをして交

流を深めました。その他、日本や高知の

文化を知ってもらうための文化活動や、

記念品交換を行いました。その後もメー

ルで交流を続け、来年はアメリカへ行く

一宮家おもてなし隊 
～一宮家はひとつの大家族やき！！ ～   ☆ベストこどもファンド賞☆ 

 

 地域との絆を深めるために２

年間活動してきました。小学校

でのあいさつ運動や高齢者との

交流や施設の清掃、地域のお祭

りの手伝いなど、たくさん活動

してきました。今年度は新たに

防災について学習し、簡易トイ

レ作りや熊本地震の募金活動な

ども行いました。 

☆★審査員と助成団体の交流タイム★☆  
   
 各団体の発表や活動をまとめた模造紙を見て、審査員と団体とで質問や意見

交換をしました。会場の皆がふせんに質問や感想を書いて、各団体のボードへ

貼っていきます。それを審査員のみんなで発表をしました。 

地域へと笑顔をつなげおおつっ子～ 

を設置し、

集めたアルミ缶をお金に交換して、地

域のグループホームに車イスを寄贈し

シャツを作成し、地

域のお祭りの参加、炊き出し訓練を企

しました。発表のプレ

ゼンテーションが評価され、｢ベストパ

 平成2９年３月１９日(日)1３時30分から、高知市南部健康福祉セ

ンター２階大ホールにて、平成28年度に助成を受けた団体の活動発表

会を開催しました。 

 当日は発表団体を含め、約70名の参加者が、活動を終え一回り成長し

た子どもたちの発表に、感心しながら聞き入っていました。 

メディアを活用したボランティア活動の発信 ～ 

ボランティアのテーマに、横浜中の活動な

どをもとに、｢龍馬のボランティアへの八

策｣、｢城西龍馬新聞ボランティア特集号｣を

作成し、配布しました。新聞には、城西中学

校で行っているボランティアや防災訓練の内

容、八策の作成過程について書いています。

これを龍馬の誕生祭などで配布し、発表を行

いました。 
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【 ベ ス ト パ フ ォ ー マ ン ス 賞 】 

★おおつっ子★ 

  【ベストピカッと賞】 

 ★NSP実行委員会★ 

【ベストこどもファンド賞】 

★一宮家おもてなし隊★ 

最後に全員で記念撮影♪ 


